
 

 

2017 年 4月 25 日 

各   位 

会 社 名 

代表者名 代表取締役社長 CEO 田中 秀夫 

     (コード番号：３２５０ 東証第一部) 

問合せ先 常務取締役 CFO 細谷 佳津年 

電話番号 ０３－４５００－４２０８ 

 

 

感謝配当（中間配当）に関するお知らせ 

 

当社は、2017 年 4 月 25 日開催の取締役会において、「感謝配当」と銘打ち、2017 年 9月 30 日

を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行う方針について決議いたしましたので、お知らせ

いたします。 

 

 

記 

１． 配当の内容 

 決定額 
2017 年 3月期の配当予想 

（2017 年 1 月 26 日公表） 
2016 年 3月期実績 

基準日 2017 年 9月 30 日 2017 年 3月 31 日 2016 年 3月 31 日 

1 株あたり配当金 1.65 円 0.55 円 0.35 円 

配当金総額 未定 － 77,925 千円 

効力発生日 2017 年 12 月 1日 － 2016 年 6月 23 日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

※ 本日現在、基準日（2017 年 9 月 30 日）の株主数が未定であるため、配当金総額は未定とし

ております。配当金総額につきましては、後日、基準日の株主数が定まった時点で直ちに公

表する予定です。 

※ 当社は本日現在、2018 年 3 月期の配当予想を公表しておりませんので、2017 年 3 月期の配

当予想を記載しております。 

 

 

２． 理由 

当社は本日、「ノンコミットメント型ライツ・オファリング（行使価額ノンディスカウント型）

及び感謝配当（中間配当）に関するお知らせ」において、3回目となるライツ･オファリングの実

施を公表いたしました。1回目のライツ・オファリングの実施を公表いたしました 2012 年 10 月 1

日から現在に至るまで過年度に公表してまいりました中期経営計画については、第 3次中期経営

計画、第 4 次中期経営計画と各々2 年間で遂行し、次のステージ（次期経営計画の策定）へ飛躍

するための経営環境の醸成に、過去 2回のライツ・オファリングの成功は多大な貢献をもたらし

たものと考えております。これまで、当社のエクイティ・ファイナンスにおいて資金を拠出して

当社の成長をご支援いただきました株主の皆様への感謝及び株主還元の観点から、過去 2回のラ

イツ・オファリングとこのたび実施するライツ・オファリングという合計 3回にわたるエクイテ

ィ・ファイナンスへのご協力に対し、感謝配当（中間配当）を実施することとし、1 株あたりの



配当金については、1回あたり 0.55 円（2017 年 3 月期における配当総額相当額）として計算した

累計額となる 1.65 円といたしました。 

 

＜当社の感謝配当（中間配当）に関する考え方＞ 

 

 

なお、「感謝配当」の実施は、本日「ノンコミットメント型ライツ・オファリング（行使価額ノ

ンディスカウント型）及び感謝配当(中間配当)に関するお知らせ」にて公表したライツ・オファ

リングに係る議案が、2017 年 6月 29 日開催予定の第 91期定時株主総会で承認されることが条件

となっています。 

   

 

  【参考 年間配当の内訳】 

 

※ 当社は本日現在、2018 年 3 月期の配当予想を公表しておりませんので、2017 年 3 月期の配当

予想を記載しております。 

 

 

以上 

中期経営計画 対象期間 ライツ・オファリング 
感謝配当額

計算基準額 

第 3次 2013 年 3 月期～2015 年 3 月期                       2012/10/1 公表 0.55 円 

第 4次 2015 年 3 月期～2017 年 3 月期 2013/10/16 公表 0.55 円 

第 5次 2017 年 3 月期～2019 年 3 月期 本日公表 0.55 円 

 
   累計 1.65 円 

（参考） 2017 年 3 月期 （通常配当：0.35 円＋130 周年記念配当：0.20 円） 0.55 円 

 1 株あたりの配当金 

基準日 第 2四半期末 期末 年間 

配当予想 

（2017 年 3 月期） 
0.00 円 0.55 円 0.55 円 

2016 年 3月期実績 0.00 円 0.35 円 0.35 円 


